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令和６年度第１回松本市有価資源物価格協議委員会会議録

日時：令和６年９月２４日（火）午後４時
会場：松本市役所東庁舎4F　第３委員会室

項目及び発言者 内　　　　　　　　　容

　定刻となりましたので、これより令和６年度第１回松本市有価資源物
価格協議委員会を開催します。
　本日はお忙しいところ、ご出席いただきありがとうございます。

　開会にあたり、委員長よりごあいさつをお願いします。

【あいさつ】
　日頃から、生活環境の向上のために格別のご協力を賜わり、厚くお礼
申しあげます。とりわけ、本市のリサイクル事業が、多くの市民、そし
て中信リサイクル事業協同組合の皆様に支えられ、円滑に推進されてお
りますことに、敬意と感謝を申しあげる次第です。
 資源化を、より一層推進するためにも、資源物の価格を決定すること
は大変重要です。また町会への助成金交付は、地域活動の一助にもなっ
ております。本日は十分ご検討いただき、適正な価格が決定されるよう
お願い申しあげ、あいさつといたします。

　次に、価格協議委員会設置要綱第５条の規程により、議長は委員長が
務めることとなっていますので委員会の進行につきまして、委員長にお
願いします。

　それでは、議事に入ります。

　議題(1)資源物の価格改定について、事務局から説明をお願いしま
す。

資源物の改定価格案について、資料１で説明
１　価格案について
　　令和６年９月１２日開催の松本市資源リサイクル業務研究会で、品
目毎の経済動向による相場価格を基に、売却額から経費を除いた額にな
るように調整額を用いて算出した額である。アルミは日刊市况通信価格
に調整額１０円を上乗せ、鉄は東京製鐵購入価格から調整額２８円を差
引く。紙類は、日本経済新聞相場から２円差引く。古布は前回と同じ０
円。生きびんは現状のまま。

２　松本資源物リサイクル業務研究会での意見
　⑴　品目毎の相場動向
　　アルミは、６月まで円安の傾向もあり、上昇していたが、６月を
ピークに下落。２月の相場に比べると、４０円の上昇となっているが、
内外とも需要が低調であり、今後の相場を注視していく必要がある。鉄
相場もアルミ同様、７月をピークに下落している。海外為替相場の影響
である。９月の状況を見ると、もう少し下がる可能性もあり、注視が必
要。現在は、２月の相場に比べて５．９円下落している。売払価格は、
アルミは日刊市况通信価格に調整額１０円を上乗せ、鉄は東京製鐵購入
価格から調整額２８円を差引くことでよい。紙類は、相場が安止まりで
動きがない。売払価格は、日本経済新聞相場から２円差引くことでよ
い。古布は、業界全体で引き続き厳しい状況が続いている。生きびんに
ついて特段大きな動きはない。
　⑵　その他
　　２０２４年問題(運送業界の労働時間制限)の動向や燃料・電気代の
高騰を踏まえ、調整額を検討して欲しい。回収量の減少傾向が続いてい
るので、対応は難しいかもしれないが、引き続き検討してほしい。
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　事務局

　その他、何かございますでしょうか。
　無いようですので、司会を事務局へお返ししたいと思います。議事の
速やかな進行にご協力をいただきまして、ありがとうございました。

　委員長、ありがとうございました。
　それでは、以上を持ちまして令和６年度第１回有価資源物価格協議委
員会を閉会いたします。みなさま、ありがとうございました。

　ただ今の事務局の説明について、意見や質問などがある方はいらっ
しゃいますでしょうか。

（意見・質問なし）

　価格については提案どおりでよいとのことですので、事務局案のとお
りで価格を決定したいと思います。

(事務局案)
アルミ　　　　　　　　　１６６円（現行から４０円値上げ）
鉄　　　　　　　　　　１７．６円（現行から５．９円値下げ）
新聞紙　　　　　　　　　５．５円（据置き）
雑誌　　　　　　　　　　　　２円（据置き）
段ボール　　　　　　　　４．５円（据置き）
古布　　　　　　　　　　　　０円（据置き）
一升びん　　　　　　　　　　４円（据置き）
ビールびん（大）　　　　　　５円（据置き）
ビールびん（中・小）　　　　４円（据置き）
ジュースびん　　　　　　　　５円（据置き）
（委員の承認）

　以上、価格について決定いただきましたが、適用の期日については、
１０月１日からの回収分でよろしいでしょうか。

（委員の承認）


